
【ご研究・講演内容】

数百人の血液試料に対してプロテオミクスとメタボロミクスなど複数のオミクスを行なったり、サルから

採取した血液や尿、便、エサなどの複数の試料に対してオミクスを実施したりして、これらオミクスデータ

を統合して仮説を立てることができるか、現在の課題はどこにあるか我々のデータを交えて紹介したい。

特別講演 仮説構築のための統合オミクス：複合オミクスと体系的オミクス
Integrated Omics for Hypothesis Generation: Multi-omics and Systemic-omics
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